
社会福祉法人 両崖福祉会 事業報告

特別養護老人ホーム 清明苑

健康デイサービスセンター けやき

          高齢者複合施設 みのりの里・田島

          特別養護老人ホーム みどりの丘・大月

【 平成２６年度 事業・行事報告 】

― 2014 年度 ―

RYOUGAI FUK USHIK AI 

社会福祉法人 両崖福祉会 



１．指定介護老人福祉施設

利用者の希望を尊重し、その人らしく、質の高い満足した生活が送れるよう、毎日笑顔

で生活できるように職員の和、部門間の連携を強化して支援してまいりました。根拠に基   

づきケアを提供する「科学的介護」（認知症ケア、看取り、おむつゼロの取り組み等）に法

人全体で取り組み少しずつではありますが成果も出てきました。また安全で安心できる生

活環境、心地よい環境を提供すると共に、個別ケアの実践、また外出の機会を多く捉えグ

ループに分けての外出や小旅行も実施することも出来ました。看取りケアにおいても、研

修会や勉強会を重ね、家庭と同じように施設で最期まで看取りをすることが出来ました。

また、総合的なネットワークサポートにて、健康管理や栄養管理さらには家族支援管理

を円滑に行い、迅速かつ的確なサービスが提供できるようにチームケアを推進してまいり

ました。

２．地域密着型介護老人福祉施設

一層深まる社会的ニーズとして住み慣れた地域での生活が継続できるよう地域密着型を

基本とし、自らの未来を生涯を安心して託せる施設として個別的なかかわりを大切に、プ

ライバシーの確保、個別ケアの実践等豊かな生活環境の中で地域の行事への参加や各種団

体との交流・外出や小旅行等、その人らしい質の高い生活が送れるようサービスの提供に

努めてまいりました。看取りケアにおいても、研修会や勉強会を重ね、家庭と同じように

施設で最期まで看取りをすることが出来ました。

   また、短期入所生活介護を併設し、利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活及

びプライベートニーズを支援し安心で笑顔あふれる生活の提供に努めてまいりました。利

用者本人だけでなく家族介護の負担緩和として住み慣れた地域の中での生活ができるよう

支援してまいりました。

３．指定居宅介護支援事業

地域における高齢者が安心・安定した状態でその能力に応じた自立した生活を送ることがで

きるよう地域福祉の拠点として本人及びその家族にとって、できる限りの多様的・潜在的なニ

ーズを迅速かつ的確に掌握し、信用と信頼ある事業者として取り組んでまいりました。利用者

本位の希望を尊重した居宅サービスの計画の作成や迅速で円滑なサービスが提供できるよう各

関係機関との綿密な連携に努めサービスコーディネィターとしての役割を責務を持って対処し

てまいりました。

４．指定居宅サービス事業

利用者が可能な限り、その居宅においての生活をサポートし、利用者及び家族が安心して生

活できるよう支援してまいりました。家族介護の負担緩和としてもそのニーズにできる限り対

処し、住み慣れた地域での生活ができ、利用者の立場にたった思いやりのあるケアを職員の和

を持って努めてまいりました。
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５．地域密着型サービス事業

利用者が住み慣れた地域での生活を継続し、利用者がその有する能力に応じて自立した日常

生活を営む事ができ、かつ家族介護の負担緩和が図れるよう支援してまいりました。また個々

の症状にあわせた個別ケアの実践、生きる力への支援にて住み慣れた地域での生活ができる喜

びを尊重した対応に努めてまいりました。

６．その他の事業

地域における様々な社会資源であるネットワークシステムを使い、高齢者が住み慣れた地域

で尊厳あるその人らしい生活を継続できるよう公平・中立な機関として援助を行ってきました。

また配食サービスなど介護保険内では充足しきれない生活支援サポート等生活困窮者や要介

護者または家族への総合的な地域福祉の推進の寄与に努め、緊急通報システム、シルバーハウ

ジングの生活援助員の派遣などの委託事業においても、可能な限りその居宅において安心で自

立した日常生活が営むことができるよう迅速かつ的確な対応に努めてまいりました。

７．地域福祉事業

地域の行事に参加する事や地域住民との人間的連帯感を深めることでノーマライゼーション

を図り、行事等により一層の施設の開放と活用を図ってまいりました。

・主な地域交流の行事 

行 事 入所者 家族 地域・ボランティア 

両崖福祉会 

家族会総会 
４４名 家族３５名  

夏 祭 り ４４名 家族 ５４名 
朝倉 EG八木節クラブ他１４団体 １０９名

地域住民約１４０名

敬老祝賀会 ４４名 家族 ３０名 本城会 ６名、山辺オカリナの会 ８名 

クリスマス会 ４４名    

こばと幼稚園交流会 ４４名 足利こばと幼稚園児約６０名

常念寺保育園交流会 ４４名 常念寺保育園児２７名

合 計 ２６４名 家族１１９名 １８団体２１０名／地域住民約１４０名

８．人材育成事業

社会福祉士、介護福祉士、訪問介護員、管理栄養士等の養成実習を受け入れるにあたって、

マンパワーの育成と指導能力の向上にてのサービスの質を高める努力をしてまいりました。
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・実習受け入れ状況

学校名 資格 回 数 延人数 延日数

佐野短期大学 介護福祉士 １ １ ３０ 

足利介護福祉専門学校 介護福祉士 ３ ４ ８８ 

群馬医療福祉大学短期大学 介護福祉士 １ ２ ６０ 

清風高校 １ ６ １８ 

合   計 ６ １３ １９６
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指定介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム清明苑統計資料

平成２７年 ３月３１日現在

１．入所者年齢状況(定員４４床) 
年  齢 男 女 計

１００歳以上 ０ １ １ 

９０～９９歳 ０ １０ １０ 

８０～８９歳 ４ １１ １５ 

７０～７９歳 ６ １０ １６ 

６０～６９歳 ０ ０ ０ 

５０～５９歳 ０ ２ ２ 

合  計 １０ ３４ ４４ 

２．平均年齢

全 体 男 女

８２．２歳 ７８．５歳 ８３．２歳

３．最低、最高年齢

男 女

最低年齢 ７１歳 ５７歳

最高年齢 ８９歳 １０２歳

４．在所期間状況

１５年以上 １

１０年以上～１５年未満 ０

５年以上～１０年未満 １０

３年以上～５年未満 ４

１年以上～３年未満 １６

１年未満 １３

合   計 ４４

５．要介護度状況

自   立 人数

要 支 援 ０

要介護 １ １

要介護 ２ ５

要介護 ３ ４

要介護 ４ １３

要介護 ５ ２１

合   計 ４４

平均要介護度 ４．１
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６．ＡＤＬ（日常生活動作）状況 

 自  立 一部介助 全介助 合 計 

食  事 １６ １２ １６ ４４ 

排  泄 ４ １８ ２２ ４４ 

着  脱 ４ １８ ２２ ４４ 

入  浴 １ １７ ２６ ４４ 

歩  行 ３ １６ ２５ ４４ 

認知症数 ４１ 

７．排泄の状況（おむつ使用）  ８．入浴の状況 

常  時 ２０  一般浴 ４ 

夜間のみ １４  リフト浴 ２０ 

な  し １０  ベット浴 ２０ 

合  計 ４４  合  計 ４４ 

９．死亡理由

心不全・心筋梗塞 ０ 

脳梗塞・脳内出血 ２ 

肺   炎 １ 

老   衰 １１ 

ガ   ン １ 

腎 不 全 ０ 

そ の 他 １ 

合   計 １６ 

実施状況

１．入居者の平均要介護度が４．１と高く、要介護４．５の認定を受け

ている方が８割を占めている。

２．認知症の入所者が９割を超えており、専門的治療を受けている入所

者も多い。

３．「オムツ外し」の取り組みから日常生活動作の状況「排泄」において

「全介助」の人数が減り、「一部介助」の人数が増加している。
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平成２６年度 短期入所生活介護事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員２６床）

月

人   数 日   数
1 日平均

利用者数
介護

保険

介護

予防

身体

障害
合計

介護

保険

介護

予防

身体

障害

合 

計

 ４ ５５ ０ ０ ５５ ７３４ ０ ０ ７３４ ２４．５ 

 ５ ５５ １ ０ ５６ ８１４ ２ ０ ８１６ ２６．３ 

 ６ ５４ ０ ０ ５４ ８１４ ０ ０ ８１４ ２７．１ 

 ７ ５３ ０ ０ ５３ ８０３ ０ ０ ８０３ ２５．９ 

 ８ ５５ ０ ０ ５５ ８４３ ０ ０ ８４３ ２７．２ 

 ９ ５１ ０ ０ ５１ ７８４ ０ ０ ７８４ ２６．１ 

１０ ５８ ０ ０ ５８ ７５８ ０ ０ ７５８ ２４．５ 

１１ ５７ １ ０ ５８ ８２３ ４ ０ ８２７ ２７．６ 

１２ ５９ ０ ０ ５９ ８１８ ０ ０ ８１８ ２６．４ 

 １ ５３ ０ ０ ５３ ７３３ ０ ０ ７３３ ２３．６ 

 ２ ４７ ０ ０ ４７ ７４９ ０ ０ ７４９ ２５．８ 

 ３ ５３ ０ ０ ５３ ７６６ ０ ０ ７６６ ２４．７ 

合計 ６５０ ２ ０ ６５２ ９,４３９ ６ ０ ９,４４５ ２５．９ 

あああああああ＊人数内訳の介護保険とは、要介護１～５の方

あああああああああああああ介護予防とは、要支援１～２の方   

あああああああああああああ身体障害とは、身体障害者福祉法の対象者 

２．要介護度状況 

身体

障害

要支

援

１

要支

援

２

要介

護

１

要介

護

２

要介

護

３

要介

護

４

要介

護

５

合 計

０ ０ ０ ４ ５ １７ １９ ８ ５３

実施状況

１．平均要介護度３．４。入所と比較すると低めの数値となっている

が、軽度から重度の方まで幅広く状態に合わせた個別的なケアが

求められている。

２．送迎の時間指定が多く、多方面に渡る。また出入りが非常に多く

入浴や荷物のチェック等かなりの時間を要する。個室希望や部屋

の指定もあり配置が難しい。

３．昼夜逆転の利用者が増えており、転倒等、夜間の事故のリスクが

高くなっている。

４．ロングショート利用者、定期利用者が減少傾向にあり、利用率の

安定を図ることが困難となってきている。

５．居室の温度や明るさなどを指定される利用者、家族が増えている。
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平成２６年度 通所介護事業報告（クワハウス）

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員４４名）

月 開所日数 延利用者数 一日平均利用者数

 ４ ３０ １，０２３ ３４．１ 

 ５ ３１ １，０４５ ３４．８ 

 ６ ３０ １，０８５ ３６．２ 

 ７ ３１ １，０９７ ３５．４ 

 ８ ３１ １，０６５ ３４．４ 

 ９ ３０ １，０２９ ３４．３ 

１０ ３１ １，１１２ ３５．９ 

１１ ３０ １，０１３ ３３．８ 

１２ ３０ １，００７ ３３．６ 

 １ ２８ ９２４ ３３．０ 

 ２ ２８ ９２３ ３３．０ 

 ３ ３１ １，０４４ ３３．７ 

合計 ３６１ １２，３６７ ３４．３ 

２．登録者人数

性別 男 女 合  計

人数 ３８ １０１ １３９

３．要介護度状況 

自 立
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

０ ６ ３３ １３ ３２ １８ ２６ １０ １３８

※身 障 1 名 

実施状況 

１．新しい取り組みとして足温浴・フェイスパック・ハンドケアを実施

し利用者からの人気も得ることができた。

２．重度者の入院や死亡など短期間で利用終了するケースも多く、要介

護重度者の利用者確保が難しくなっている。 

３．往診を行うＤrや訪問看護師との連携をとりながら、在宅ターミナル

ケアにかかわる機会が増えた。 

４．送迎時間の指定が通常業務に対して負担となっている。 

５．重度利用者のケアに対して、ベット数や浴槽の問題などハード面で

の限界が見え始めている。
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平成２６年度 通所介護事業報告（けやき）

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員４５名）

月 開所日数 延利用者数 一日平均利用者数

 ４ ２６ １，０２４ ３９．４ 

 ５ ２７ １，０４０ ３８．５ 

 ６ ２５ ９８７ ３９．５ 

 ７ ２７ １，０３１ ３８．２ 

 ８ ２６ ９６７ ３７．２ 

 ９ ２６ １，００６ ３８．７ 

１０ ２７ １，０７２ ３９．７ 

１１ ２５ ９７５ ３９．０ 

１２ ２６ ９７２ ３６．８ 

 １ ２４ ８６９ ３６．２ 

 ２ ２４ ９０６ ３７．８ 

 ３ ２６ １，００８ ３８．８ 

合計 ３０９ １１，８５７ ３８．４ 

２．登録者人数

性別 男 女 合  計

人数 ５４ ９２ １４６

３．要介護度状況 

自 立
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

２ ２９ ４５ ２６ ２５ １３ ２ １ １４３

                         ※ 身  障 １名

                           ※ 自費利用 ０名

※ ２次予防 ２名
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実施状況 

１．地域包括ケアシステムに移行するため「利用者様のできる部分」「利

用者様の自己選択、自己決定」の取り組みを在宅での生活に活かして

いけるように努めていく。 

２．清明苑以外の１８の事業所の居宅から４５名の利用者を紹介していた

だき、外部からの信頼も築けている。 

３．平成２６年４月からは「デュアルタスク」を開始し、転倒しない体つ

くりや認知症の予防にも努めている。



平成２６年度 認知症対応型通所介護事業報告（かがやき）

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員１２名）

月 開所日数 延利用者数 一日平均利用者数

 ４ ２６ ２７８ １０．６ 

 ５ ２７ ２７３ １０．１ 

 ６ ２５ ２６６ １０．６ 

 ７ ２７ ２８６ １０．６ 

 ８ ２６ ２６４ １０．２ 

 ９ ２６ ２９１ １１．２ 

１０ ２７ ２９１ １０．７ 

１１ ２５ ２４７ ９．９ 

１２ ２６ ２５９ ９．９ 

 １ ２４ ２２４ ９．３ 

 ２ ２４ ２１１ ８．８ 

 ３ ２６ ２５４ ９．８ 

合計 ３０９ ３，１４４ １０．２ 

２．登録者人数

性別 男 女 合  計

人数 ６ ２０ ２６

３．要介護度状況 

自 立
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

０ ０ １０ １０ ２ ３ １ ２６

実施状況 

１．定員１２名の中、平均１０．２名（稼働率８５％）の利用者にサービ

スを提供している。上半期は利用追加者や新規利用者が多く利用率が

安定していたが、下半期は体調を崩す方が目立ち、入院やショート利

用、当日のキャンセル等で利用率の低下が見られた。 

２．花見や紅葉狩り、茶話会や買い物ツアー、遠足等を通して積極的に外

出の機会を多く持つ事ができた。認知症状にも目を向け、見当識障害

や記憶障害に働きかける支援も継続的に実施する事ができた。 

３. カンファレンスを適宜実施し、対応を職員間で共有する事ができ、個

別ケアの充実に努める事ができた。
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平成２６年度 訪問介護事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．訪問介護員派遣状況

月 派遣回数 実 人 員 生活援助 身体介護 複  合 介護予防 平均回数

 ４ ７４７ ６３ ８４ ２３３ ３０７ １２３ ２４．９ 

 ５ ８５２ ６４ １５３ ２１８ ３６１ １２０ ２７．５ 

 ６ ８８９ ６６ １４０ ２７４ ３６３ １１３ ２９．６ 

 ７ ８９７ ６５ １３９ ２５７ ３７８ １２４ ２８．９ 

 ８ ８５８ ６６ １３１ ２７５ ３２７ １２５ ２７．７ 

 ９ ８７１ ６９ １３１ ２７９ ３２８ １３３ ２９．０ 

１０ ８８８ ６６ １３４ ３００ ３２１ １３３ ２８．６ 

１１ ８５８ ６９ １４４ ３５２ ３１７ １１２ ２８．６ 

１２ ８６１ ６５ １２６ ３６４ ３１３ １１６ ２７．８ 

 １ ８１２ ５９ １１２ ３５２ ３０２ １０２ ２６．１ 

 ２ ７６８ ５７ ９７ ２９７ ３１４ １１０ ２７．４ 

 ３ ８２７ ５９ １５７ ２９２ ３１８ １１１ ２６．７ 

合 計 １０,１２８ ７６８ １,５４８ ３,４９３ ３,９４９ １,４２２ ２７．７ 

２．要介護度状況 (平成２７年度３月度) 

自 立
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

１１ ２４ １９ ２９ １２ １５ ６ １１６

３．利用者の状況 （平成２７年度３月度） 

独 居 世 帯 高齢者世帯 家族と同居世帯 合  計

４７ ２４ ４５ １１６

実施状況

１．介護予防の利用者の施設利用・入所が多く訪問終了することが多い。

２．重度利用者は家族の身体的負担があり、在宅より施設サービスのニ

ーズが強い。

３．体調悪化により集中的に訪問が入り、回復するとすべての訪問が中

止となり安定しない。

４．退院後の新規利用依頼は多いが、落ち着くと短期入所・通所介護利

用となり訪問は減少する。

５．老々介護が増加している。共に見守りや援助が必要なことは増加し

ている。身体、生活援助のみでは生活が成り立たなく複合援助１件

の訪問に長時間滞在することが必要で徐々に増加傾向である。
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平成２６年度 訪問入浴介護事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況

月 運営実日数 延利用者数 一日平均利用者数

 ４ ５ １ １ 

 ５ ４ １ １ 

 ６ ４ １ １ 

 ７ １ １ １ 

 ８ ０ ０  

 ９ ０ ０  

１０ １ １ １ 

１１ ２ １ １ 

１２ ０ ０  

 １ ０ ０  

 ２ ０ ０  

 ３ ０ ０  

合計 １７ ６ ６ 

２．登録者数 

性別 男 女 合  計

人数 ２ ０ ２

３．要介護度状況 

要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

１   1  ２

実施状況

１．利用曜日が限定されるサービスのため、利用者確保が難しい。

２．平成２６年１０月に利用確保し、サービス提供再開している。隔週の

入浴支援にて状態が少しづつ回復し、通所介護利用へと繋がるケース

もあった。

３．在宅支援の重要なサービスとして、今後も利用者確保につとめていき

ます。
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平成２６年度 居宅介護支援事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別給付管理状況

月 介護給付管理 予防給付管理 合 計

 ４ ２４６ ２６ ２７２ 

 ５ ２４４ ２５ ２６９ 

 ６ ２４４ ２７ ２７１ 

 ７ ２４５ ２７ ２７２ 

 ８ ２４５ ２７ ２７２ 

 ９ ２４０ ２７ ２６７ 

１０ ２３０ ２７ ２５７ 

１１ ２３０ ３１ ２６１ 

１２ ２２３ ３２ ２５５ 

 １ ２２１ ３２ ２５３ 

 ２ ２２７ ３８ ２６５ 

 ３ ２２８ ４２ ２７０ 

合 計 ２,８２３ ３６１ ３，１８４ 

平 均 ２３５．３ ３０．１ ２６５．３ 

再請求、月遅れ請求者は含まない。

２．性別内訳数 (平成２７年度３月度)
性 別 男 女 合  計

人 数 ９４ １７５ ２６９

３．要介護度状況(平成２７年度３月度) 
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

８ ３３ ４３ ６４ ５４ ４８ １９ ２６９

実施状況

１． 常勤換算にて介護支援専門員を６．５人配置している状況、特定事

業所加算の事業所の為、主任介護支援専門員２名を配置。

２． 主に重度者の利用者を担当しているが近年軽度者も増加傾向にあ

る。

３．地域の在宅生活を支えるため地域包括センター、医療機関との連携

を図り地域に信頼される事業所の運営に努めている。

４．近年の傾向としては利用者が、認知症の悪化また、老々介護、認々

介護で高齢者住宅に入居されるケースが目立っている。
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平成２６年度 居宅介護支援けやき事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別給付管理状況

月 介護給付管理 予防給付管理 合 計

 ４ ４８ ３５ ８３ 

 ５ ４８ ３８ ８６ 

 ６ ５１ ４０ ９１ 

 ７ ５４ ４２ ９６ 

 ８ ５３ ３９ ９２ 

 ９ ５４ ３８ ９２ 

１０ ５２ ３９ ９１ 

１１ ５０ ４１ ９１ 

１２ ５３ ４２ ９５ 

 １ ５１ ４０ ９１ 

 ２ ５２ ４１ ９３ 

 ３ ５３ ４２ ９５ 

合 計 ６１９ ４７７ １，０９６ 

平 均 ５１．６ ３９．８ ９１．３ 

２．性別内訳数 (平成２７年度３月度)
性 別 男 女 合  計

人 数 １９ ７６ ９５

３．要介護度状況 (平成２７年度３月度)
要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合計

１５ ２７ １９ ２１ ８ ３ ２ ９５

実施状況

１．居宅介護支援清明苑の特定事業所加算の安定を図るため、常勤換算に

て介護支援専門員を１．５人配置している状況。

２．軽度の要介護の利用者と要支援の利用者を担当し、給付管理件数を安

定して保持している。

３．在宅生活を支える医療機関や地域包括支援センター等関連機関と連携

体制を強化し、地域で信頼される事業者所の運営に努めている。

- １３ -



平成２６年度 高齢者複合施設 みのりの里・田島

（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護）

平成２７年 ３月３１日現在

１．入所者年齢別状況

年  齢 男 女 合 計

９０～９９歳  ５ ５ 

８０～８９歳  ３ ３ 

７０～７９歳 １ １ ２ 

６０～６９歳    

合計 １ ９ １０ 

２．要介護度別状況

性別 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

男    １  １ 

女  ２ １ ２ ４ ９ 

合計  ２ １ ３ ４ １０ 

平均 ３．９ 

３．入退所状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

男
入所

退所

女
入所 １       １   １  ３ 

退所 １       １   １  ３ 

４．入所理由               ５．退所理由

６．ＡＤＬ（日常生活動作）状況

食事 排泄 入浴 移動 認知

自立
一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助
自・Ⅰ Ⅱ・Ⅲ Ⅳ・Ｍ

４ ２ ４  ３ ７  ２ ８ １ ４ ５ ２ ４ ４ 
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男 女

平均年齢 ７５ ８８．３ 

最高年齢 ７５ ９６ 

最低年齢  ７３ 

全体平均年齢 ８７ 

死亡 在宅復帰 契約解除 その他

３ 

独居困難 心身悪化 介護者疾病 その他

１ ２   

実施状況

１．３名の退所があったのみで、いずれもターミナルケアにて対応。

２．要介護度が徐々に上がり各介助においても要介護が増えている。

（日常生活継続支援加算の体制が継続。要介護４～５が７０％以上）

３．プライベートニーズ（外出など）や本人の暮らし方を尊重し、個々の

２４時間のデータをもとに個別対応を心がけている。



平成２６年度 高齢者複合施設 みのりの里・田島

（短期入所生活介護）

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員１０名）

月

人   数 日   数
1日平均
利用者数

介護

給付

予防

給付
自立 合計

介護

給付

予防

給付
自立 合計

４ ２６ １  ２７ ２５６ ５  ２６１ ８．９ 

５ ２４ ２  ２６ ２９５ １１  ３０６ １０．１ 

６ ２３ ２  ２５ ２７６ １７  ２９３ ９．８ 

７ ２３ ２  ２５ ２８５ ７  ２９２ ９．４ 

８ ２２ ３  ２５ ２７７ ２０  ２７７ ９．６ 

９ ２１ ２  ２３ ２９０ ８  ２９８ ９．９ 

１０ ２０ ２  ２２ ２９６ ８  ３０４ ９．８ 

１１ ２５ ２ １ ２８ ２６７ ８ ２ ２７７ ９．３ 

１２ ２４ ２  ２６ ２８１ ８  ２８９ ９．３ 

１ ２３ 2  ２５ ２６３ ８  ２７１ ８．８ 

２ ２４   ２４ ２４９   ２４９ ８．９ 

３ ２５ １  ２６ ２９４ ３  ２９７ ９．８ 

合計 ２８０ ２１ １ ３０２ ３,３２９ １０３ ２ ３,４３４ ９．５ 

２．要介護度状況 （平成２７年３月度）

項目 
要支援

1 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
合計 

人数 １  ３ ９ ８ ２ ３ ２６ 

全体平均（要支援を除く） ２．７ 

実施状況

１．平均稼働率が９５％と安定した運営ができた。

２．１月と２月にインフルエンザが流行し、利用を控える状況になり稼働

率が下がった。

３．長期滞在の利用者が多く、利用者の大半を占めている。新規利用の希

望もあるが、利用者のほとんどがリピーターにて新規の利用者を含め

予約調整が難しい状況にある。

４．介護度の中度から重度の利用者が多くなっているが、個々の習慣に合

わせた個別ケアを中心に行っている。
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平成２６年度 みのりの里・田島 運営状況

（地域密着型小規模多機能型居宅介護）

平成２７年 ３月３１日現在

１．利用状況（登録定員２５名）

月
登録人員

（月末）

通 い

（定員 15名）

泊まり

（定員８名）

訪 問

（実人数）

一日平均

通い人数

一日平均

泊り人数

平 均

要介護度

 ４ ２５ ３９５ ２１５ ５９ １３．２ ７．２ ２．２ 

 ５ ２５ ３９６ ２１９ ２７ １２．８ ７．１ ２．０ 

 ６ ２４ ３８３ ２０５ ２１ １２．８ ６．８ ２．２ 

 ７ ２４ ３９７ ２１４ １９ １２．８ ６．９ ２．１ 

 ８ ２４ ３９６ ２１６ １９ １２．８ ７．０ ２．１ 

 ９ ２４ ３７６ ２０２ １７ １２．５ ６．７ ２．１ 

１０ ２４ ３８７ ２０６ １５ １２．５ ６．６ ２．１ 

１１ ２３ ３６７ ２０２ １３ １２．２ ６．７ ２．２ 

１２ ２３ ３６８ ２０６ １７ １１．９ ６．６ ２．３ 

 １ ２２ ３５１ １８６ ２１ １１．３ ６．０ ２．０ 

 ２ ２２ ３４５ １８０ １４ １２．３ ６．４ ２．０ 

 ３ ２２ ３７２ ２１５ １３ １２．０ ６．９ ２．０ 

合 計 ２８２ ４,５３３ ２,４６６ ２５５ １２．４ ６．７ ２．１ 

２．要介護度状況 （平成２７年３月度）

要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
合 計

１ ８ ５ ６ ２ ２２

３．利用者の状況 （平成２７年３月度）

独 居 世 帯 高齢者世帯 家族と同居世帯 合  計

２ ４ １６ ２２ 

実施状況

１． ここ数年、欠員が出ても待機者の確保にて速やかに新たな利用者を補充

することができたが、現在は長期滞在希望の方の待機者はいても通いを

ニーズとした希望者がいないため下半期より欠員状態が続いている。

２．要介護度の重度者は、泊まりの予約が増えるが、反面、急な入退院を繰

り返す利用となり入所系の異動も早い。最近は軽度からの受け入れを行

い徐々に重度化の進行に沿いながら対応している。

３．１月と２月はインフルエンザが流行し、稼働率が下がった。

４．要介護度が低くても認知症の利用者が９割を占めている。寄り添うケア

にて情緒の安定化を図り行動障害が減ってきている。
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平成２６年度 特別養護老人ホーム みどりの丘・大月

平成２７年 ３月３１日現在

１．入所者年齢別状況（入所２９名）

２・要介護度状況

性別 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

男性 ０ ２ ０ ２ ２ ６ 

女性 ０ １ ７ ９ ６ ２３ 

平均 ３．８ 

３・入所状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

男
入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 ０ ０ ０ ０ １ 

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ 

女
入所 ０ ０ ０ ０１ ０ ０ 1 ０ ０ ２ ０ １ ５ 

退所 ０ ０ ０ 1 ０ ０ 1 1 ０ １ ０ ０ ４ 

４．入所理由 ５．退所理由

６．ＡＤＬ

食事 排泄 入浴 移動

自立
一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助
自立

一部

介助

全部

介助

９ １４ ６ ２ １９ ８ １ ２０ ８ ２ １１ １６ 

実施状況

１．平均要介護度は３．８（昨年度は３．７）で、昨年度に比べて高くなってき

ている。高齢化率は進行しており、日常の生活支援での介護負担も高くなっ

ている。

２．高齢化率の進行に伴い、平成２６年度は１２名の入退居があった。また、入

居者様の高齢化に伴い、ターミナルケア対応の入居者様も増加している。
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男性 女性

最高年齢 ９４歳 １００歳 

最低年齢 ５６歳 ７４歳 

平均年齢 ８２歳 ９１歳 

全体平均 ８８．９歳 

年齢 男性 女性 合計

 １００歳以上 ０ １ １ 

９０歳～９９歳 ２ １４ １６ 

８０歳～８９歳 ２ ７ ９ 

７０歳～７９歳 １ １ ２ 

６０歳～６９歳 ０ ０ ０ 

６０歳以下 １ ０ １ 

合計 ６ ２３ ２９ 

独居困難 心身悪化 介護者疾病 その他 

２ ３ 1 ０ 

死亡 在宅復帰 契約解除 その他

５ ０ ０ １ 



平成２６年度 特別養護老人ホーム みどりの丘・大月

（短期入所生活介護）

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別利用実施状況（定員１０名）

月 

人数 日数 
１日平均 

利用者人数
介護給

付 

予防給

付 
自立 合計 

介護給

付 

予防 

給付 
自立 合計 

４ ２５ １ ０ ２６ ２８３ ５ ０ ２８８ ９．４ 

５ ２２ １ ０ ２３ ２９７ ８ ０ ３０５ ９．５ 

６ ２５ １ ０ ２６ ２８５ １０ ０ ２９５ ９．８ 

７ ２１ ３ ０ ２４ ２６５ １２ ０ ２７７ ８．９ 

８ ２１ ４ １ ２６ ２６８ １８ １ ２８７ ９．２ 

９ ２３ ２ １ ２６ ２７７ ９ ４ ２９０ ９．６ 

１０ ２１ ３ ０ ２４ ２８０ １５ ０ ２９５ ９．５ 

１１ ２３ １ ０ ２４ ２７５ ６ ０ ２８１ ９．３ 

１２ ２１ ２ ０ ２３ ２７４ １０ ０ ２８４ ９．１ 

１ ２３ ３ ０ ２６ ２４５ ３１ ０ ２７６ ８．９ 

２ ２６ ２ ０ ２８ ２２８ １９ ０ ２４７ ８．８ 

３ ２４ ２ ０ ２６ ２６６ ２４ ０ ２９０ ９．３ 

合計 ２７５ ２５ ２ ３０２ ３,２４３ １６７ ５ ３,４１５ ９．３ 

＊人数の内訳の介護保険とは、介護保険法の対象者（要介護認定者）

       介護予防とは、介護保険法の非該当（要支援認定者）

２．要介護度状況 （平成 27年 3月度）

項目 
要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

5 
合計 

人数 ０ ２ 4４ ８ ６ ３ ３ ６４ 

全体平均（要支援を除く） ２．７ 

実施状況

１．１月と２月はショートステイのキャンセルが多く、稼働率が９割を下回る結

果となってしまったが、最終的には９割を維持することができた。

２．平均要介護度は２．７（昨年度は３．３）であるが、認知症の利用者様も多

く、周辺症状への対応が大変な日も見られている。
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平成２６年度 地域包括支援センター事業報告

平成２７年 ３月３１日現在

１．月別給付管理状況

月 直営予防給付管理 委託予防給付管理 合 計

 ４ １０４ １９１ ２９５ 

 ５ １０２ １９２ ２９４ 

 ６ １０９ １９５ ３０４ 

 ７ １０３ ２０８ ３１１ 

 ８ １０６ ２００ ３０６ 

 ９ １０６ ２００ ３０６ 

１０ １０２ ２０２ ３０４ 

１１ １０５ １９９ ３０４ 

１２ １０６ ２０６ ３１２ 

 １ １０７ ２０３ ３１０ 

 ２ １０５ ２１２ ３１７ 

 ３ １０５ ２２５ ３３０ 

合 計 １，２６０ ２，４３３ ３，６９３ 

平 均 １０５ ２０２．８ ３０７．８ 

２．相談方法 

区 分 電 話 訪 問 来 所

件 数 ３６９ ７０ ８９

３．相談内容 

実施状況

１．総合相談業務：高齢者の介護予防・健康増進などの相談。北中・三中

地区の介護予防事業対象者・一人暮らし高齢者の訪問。

２．介護予防マネジメント：介護予防講座開催。介護予防教室の開催。

３．権利擁護業務：成年後見制度促進、消費者被害防止。虐待への対応。

４．地域のケア体制づくり、見守りネットワーク支援：地域ケア会議開催。

高齢者支援連携協力会議を民生委員・地区社協・医師・歯科医師と開

催。

５．認知症地域支援推進事業：認知症医療疾患センターとの連携。認知症

サポーター養成講座開催。認知症サポーターの会運営。介護者家族の

会開催。
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区 分
介護保険・福祉

サービスに関する事

権利擁護（成年後見人

制度）に関する事
高齢者虐待に関する事

件 数 ５１３ １４ １ 



平成２６年度 シルバーハウジングＬＳＡ派遣事業報告 

平成２７年 ３月３１日現在

１．入居世帯                ２．性別状況

単身世帯 夫婦世帯 親子世帯 合 計  男 女 合 計

２７ １ １ ２９ ８ ２３ ３１ 

３．年  齢

最 高 年 齢 最 低 年 齢 平 均 年 齢 

９２ ６２ ７７．９ 

４．入居期間 

入 居 期 間 合 計 

５年以上 ～   ああ ２２ 

４年以上 ～ ５年未満 ２ 

３年以上 ～ ４年未満 １ 

２年以上 ～ ３年未満 ２ 

１年以上 ～ ２年未満 ０ 

       １年未満  ４ 

合  計 ３１ 

５．緊急通報 

実施状況 

１． 高齢に伴う要介護状態（要介護度認定者６名、介護予防支援者３名）

になられる方も多くなり、在宅サービス利用者が増えている。 

２．緊急通報の他に、本人からの電話やヘルパーからの通報、救急車要請

回数が増加傾向にある。

- ２０ -

月 火 災 ガ ス 水 道 緊急通報 誤 報 合 計

 ４   ５   ５ 

 ５   ２  ３ ５ 

 ６   ３  １ ４ 

 ７   ２   ２ 

 ８     １ １ 

 ９      ０ 

１０   １   １ 

１１   ２   ２ 

１２   １ １  ２ 

 １   １   １ 

 ２   ２  １ ３ 

 ３      ０ 

合 計   １９ １ ６ ２６ 



Ryougai Fukusikai 
Seimeien 


